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レーザー伸縮計によるfar-field coseismic地殻変動の観測

Far-field coseismic crustal deformation observed by a laser strainmeter
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地震断層の推定は、通常地震波観測に基づいた方法、およびGPSやSARなどによる測地学的な観
測により行われている。後者については観測分解能の制限から、地表で大きい変位が発生する主
に陸域の浅い地震に限定される。海域あるいは深い地震については、地上の変位が微小であり、
信頼できる測地学的な観測手法が欠落していた。レーザー伸縮計は光波長を基準とした高い分解
能を有し、石英管やインバー式伸縮計にみられるような機械的構造に起因する誤差が極めて小さ
いと考えられる。

 神岡鉱山（岐阜県飛騨市）の地下1000mに設置された基線長100mのレーザー伸縮計でこれま
で地震にともなうひずみステップが複数観測されている。震源距離100～530kmで起こったM5.8
～7.4の10個のイベントに対して1×-10～3.5×10-8のひずみステップが観測され、これらは地震断
層モデルから計算された予想値と良い一致を示した。レーザー伸縮計は理論地球潮汐との比較な
どから5%以内の誤差でregionalなひずみを検出できると見積もられ、これは震源モデルの不確定
性よりも小さい。したがって、レーザー伸縮計による観測結果によって震源モデルに制約を与え
ることができる。また、複数の地震に対するひずみステップの理論値と観測結果の系統差を比較
することにより、ひずみ計算理論の妥当性を検証できる。

 このようにレーザー伸縮計は従来欠落していたfar-fieldにおける測地学的観測を可能にし、震
源モデルやひずみ計算理論に対して制約を与えられる観測精度を有することがわかった。
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